令和３年４月１２日　
保護者及び生徒の皆様へ
県立尼崎西高等学校　
校　長　安曇　茂樹　

新型コロナウイルス感染症に関する偏見や差別、いじめ防止及び相談窓口について

春暖の候、保護者の皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
平素は本校の教育活動にご理解ご協力を賜り感謝申し上げます。
この度、県教育委員会から新型コロナウイルスの感染拡大に伴う偏見や差別、いじめの防止に関する通知がありました。ついては、ご家庭で取り組んでいただきたい内容を下記のとおりまとめましたのでお知らせいたします。また、生徒及び保護者への心のケアの支援として相談窓口を紹介しますので、ご活用ください。

記

新型コロナウイルス感染症の拡大やその対策に伴う不安やストレスから、新型コロナウイルスに感染した人や検査を受けた人、治療に当たっている医療関係者、外国人、それぞれの家族など、様々な立場の人たちが、現実社会やＳＮＳなどで誹謗中傷や差別的な書き込みなどにより傷つけられる事案が発生しています。このような行為は、人を傷つけ、人権を侵害する不適切なものであり、あってはならないことです。
ついては、不当な偏見や差別、いじめなどの人権侵害の発生を防ぐために、以下のことにご留意願います。

１．不当な偏見や差別、いじめの防止に向けた取組
(1) 公的機関などが提供する正確な情報の入手に努め、インターネットやＳＮＳで氾濫しているうわさやデマなどの不確かな情報の鵜呑みや安易な拡散をしない。
(2) 不確かな情報による思い込みや誤解、差別的な言動への安易な同調などをしないように気を付ける。
(3) もし不安が大きくなったり、自分自身が傷つけられたりしたときは、ひとりで悩まず、すぐに家族や友人、学校の先生など、信頼できる人に相談する。直接相談しにくいときは、下記の相談窓口も利用する。
(4) 自分の周りの、傷ついたり不安な気持ちを抱えたりしている人に対して、思いやりのある言動ができるようお互いの人権を尊重する意識を大切にする。
(5) 児童生徒等の、新型コロナウイルス感染症に関する偏見や差別、いじめなど、不適切な発言等については、その場で指摘し指導する。

２．学校や関係機関等との協力・連携
(1) 不確かな情報に惑わされ、人権侵害につながることのないよう、国や地方公共団体などの公的機関が発信する正しい情報の入手や、不当な偏見や差別、いじめの予防のために正しい理解と認識を得られるよう家庭で話し合う。
(2) 生徒のささいな変化に気づき、いじめに関わる心配等がある場合には、家庭だけで悩まず、積極的に学校や関係機関等への連絡や連携を図る。
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